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令和６年第３回大玉村議会定例会会議録 

 

第１日  令和６年９月９日（月曜日） 

 

 １．応招（出席）議員は次のとおりである。 

    １番 舘 下 憲 一   ２番 渡 邊 初 治   ３番 菅 原 貴 子 

    ４番 渡 邉 啓 子   ５番 斎 藤 信 一   ６番 松 本   昇 

    ７番 本 多 保 夫   ８番 佐 原 佐百合   ９番 鈴 木 康 広 

   １０番 須 藤 軍 蔵  １１番 武 田 悦 子  １２番 押 山 義 則 

 ２．不応招（欠席）議員は次のとおりである。 

    な し 

 ３．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた職員。 

村 長 押 山 利 一 副 村 長 武 田 正 男 

教 育 長 渡 辺 敏 弘 
総 務 部 長 
兼 総 務 課 長 押 山 正 弘 

住民福祉部長 作 田 純 一 産業建設部長 菅 野 昭 裕 

政策推進課長 鈴 木 真 一 税 務 課 長 菊 地   健 

住民生活課長 後 藤   隆 健康福祉課長 安 田 春 好 

産 業 課 長 藤 田 良 男 建 設 課 長 杉 原   仁 

環境保全課長 伊 藤 寿 夫 
会 計 管 理 者 
兼 出 納 室 長 菊 地 美 和 

教育総務課長 橋 本 哲 夫 生涯学習課長 渡 辺 雅 彦 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 神野藤 浩 和 代表監査委員 甲野藤 健 一 

 ４．本会議案件は次のとおりである。 

    会議録署名議員の指名 

    会期の決定 

    諸般の報告 

    行政報告 

    議案の一括上程（議案第４８号から議案第６９号並びに報告第２号から報告第３ 

    号） 

     議案第４８号 令和６年度大玉村一般会計補正予算の専決処分の承認を求める 

            ことについて 

     議案第４９号 職務に専念する義務の特例に関する条例の一部を改正する条例 

            について 

     議案第５０号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につい 

            て 

     議案第５１号 大玉村地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関 
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            する条例の一部を改正する条例について 

     議案第５２号 大玉村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

     議案第５３号 令和５年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について 

     議案第５４号 令和５年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

            いて 

     議案第５５号 令和５年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定につい 

            て 

     議案第５６号 令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

     議案第５７号 令和５年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 

     議案第５８号 令和５年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議案第５９号 令和５年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

     議案第６０号 令和５年度大玉村水道事業会計決算認定について 

     議案第６１号 令和６年度大玉村一般会計補正予算について 

     議案第６２号 令和６年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 

     議案第６３号 令和６年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 

     議案第６４号 令和６年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 

     議案第６５号 令和６年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 

     議案第６６号 令和６年度大玉村水道事業会計補正予算について 

     議案第６７号 令和６年度大玉村農業集落排水事業会計補正予算について 

     議案第６８号 大玉村堆肥センターマニアスプレッダ購入に係る物品売買契約 

            について 

     議案第６９号 大玉村教育委員会委員の任命について 

     報告第 ２号 健全化判断比率の報告について 

     報告第 ３号 資金不足比率の報告について 

    提案理由の説明 

    請願・陳情について（委員会付託） 

 ５．本会の書記は次のとおりである。 

    議会事務局長 矢崎由美、書記 齋藤智、三瓶隆弘、牧野敏雄 
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会 議 の 経 過 

 

○議長（押山義則） おはようございます。令和６年第３回９月定例会が招集されました

ところ、出席ご苦労さまでございます。ただいまの出席議員は、１２名全員でありま

す。定足数に達しておりますので、令和６年第３回大玉村議会定例会を開会いたしま

す。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 開議に先立ちまして、７月１日付職員の人事異動により、議会事務

局職員に異動がありましたので、議会の運営に関する基準１７３の規定により、職員

の紹介をいたします。 

   議会事務局職員について、事務局長より紹介させます。事務局長。 

○議会事務局長（矢崎由美） 議会関係の職員紹介。 

○議長（押山義則） 事務局職員の紹介が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） これより本日の会議を開きます。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

   今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、９番鈴木康広

君、１０番須藤軍蔵君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

   議会運営委員会委員長の報告を求めます。１０番。 

○議会運営委員長（須藤軍蔵） おはようございます。 

   令和６年第３回９月定例会に当たりましては、さきに閉会中の継続調査としており

ました今期定例会の会期日程等について、去る９月５日午前９時より第１委員会室に

おきまして議会運営委員会を開催し、調査をいたしましたので、その経過と結果につ

いて、以下、ご報告を申し上げます。 

   委員会は、議長出席の下、全委員出席、さらに当局から総務部長の出席を求め、提

出議案の概要の説明を受け、会期及び議事日程等について、次のように決定をいたし

ました。 

   今期定例会に提出される事件は、村長提出の議案等２４件で、その内容は、専決処

分１件、条例改正案件４件、決算認定案件８件、補正予算案件７件、物品売買契約案

件１件、人事案件１件及び報告２件の、合わせて２４件であります。 

   また、今期定例会の一般質問者は８名であります。 

   よって、会期につきましては、本日９月９日から２０日までの１２日間と決定をい
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たしました。 

   また、審議日程につきましては、 

   本日 ９日 本会議 行政報告、議案の一括上程、提案理由の説明、監査委員の決 

             算審査報告、請願・陳情の委員会付託、委員会 

   ９月１０日 休会（議案調査のため） 

   ９月１１日 本会議 一般質問 ６名 

   ９月１２日 本会議 一般質問 ２名、令和５年度歳入歳出決算認定議案に対する 

             総括質疑及び令和５年度歳入歳出決算認定議案の委員会付託 

   ９月１３日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月１４日 休会 

   ９月１５日 休会 

   ９月１６日 休会 

   ９月１７日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月１８日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月１９日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月２０日 本会議 議案審議、付託事件の委員長審査報告及び審議、閉会中の継 

             続調査申出 

  という日程で行います。 

   なお、決算議会でありますので、代表監査委員に、本日９日及び１２日の本会議に

出席を求めております。 

   また、９月１２日の総括質疑では、令和５年度歳入歳出決算認定議案についての質

疑です。質疑は、原則として自ら所属する常任委員会の決算項目以外の質疑を内容と

し、歳入歳出決算書及び執行成果報告書のページ数を明らかにし、議題に供された内

容とするよう、ご協力くださいますようお願いを申し上げます。 

   以上のように、委員会として全委員一致をもって決定いたしましたので、何とぞご

審議の上、ご賛同を賜りますようお願いを申し上げまして、報告といたします。 

○議長（押山義則） お諮りいたします。 

   会期日程については、ただいま議会運営委員会委員長報告のとおり決定するにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（押山義則） 異議なしと認めます。 

   よって、会期日程については、ただいま議会運営委員会委員長報告のとおり決定し

ました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   諸般の報告につきましては、例月出納検査の結果報告、説明員の報告、今期定例会

までに受理した請願・陳情書、議員派遣の件について及び議員派遣の結果報告につい

てであり、内容は配付いたしました報告書のとおりであります。 
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   なお、今定例会は決算議会でもありますので、甲野藤健一代表監査委員に出席をい

ただいております。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第４、村長より行政報告を求めます。村長。 

○村長（押山利一） ご苦労さまでございます。 

   本日、第３回定例会の招集をお願いいたしましたところ、議員の皆様方には何かと

ご多忙の中ご出席を賜り、提出案件のご審議を賜りますこと、感謝を申し上げます。 

   また、代表監査委員にご出席をいただいております。ご苦労さまでございます。 

   今次定例会に当たり、現時点における本年度の事務事業につきまして報告をさせて

いただきます。 

   今回の行政報告の皆さんのお手元のほうには、時間の都合で載っておりませんので、

口頭でスマートインターの件に関して報告をさせていただきます。 

   本村において調査検討を進めてまいりました東北自動車道への（仮称）大玉スマー

トインターチェンジの整備について、このたび、その必要性が認められ、国が直轄調

査を実施する準備段階調査箇所として採択され、９月６日に発表されました。 

   全国で今年は４か所で、東北・北海道では大玉のみでございます。ほかは全部大き

な市でございますので、挨拶に行ったときに、国のほうの方のお話だと、小さな町村

でこれだけのことをしっかりと進められたのは、職員の頑張り、大変評価をいただい

ておりますとともに、小さな町村の取組が一つのモデルケースになるというような評

価をいただいた、大変ありがたい評価を受けたところでございます。 

   このたびの採択は、スマートインターチェンジの実現に向けた大きな一歩であり、

これまでご尽力いただいた関係各位に心から感謝を申し上げます。 

   この内容以外の報告につきましては、お手元に配付の別紙をもって行政報告とさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

   以上です。 

○議長（押山義則） 行政報告が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第５、議案第４８号から議案第６９号並びに報告第２号から報

告第３号を一括上程いたします。 

   事務局職員に議案を朗読させます。事務局。 

○書記（牧野敏雄） 別紙議案書により朗読。 

○議長（押山義則） 事務局職員の朗読が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第６、村長より提案理由の説明を求めます。 

   なお、説明に当たっては、まずは議案第４８号から議案第６０号までの説明をお願

いします。村長。 

○村長（押山利一） 本定例会における提出議案は、専決処分１件、条例改正案４件、決

算認定８件、補正予算案７件、物品売買契約案件１件、人事案件１件、報告２件、合
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わせて２４件であります。 

   それでは、議案第４８号、令和６年度大玉村一般会計補正予算の専決処分の承認を

求めることについて申し上げます。 

   今回の補正は、国が定めた総合経済対策に対応した経費について予算化し、速やか

に所要の措置を講じるため、令和６年７月３１日付をもって専決処分による補正予算

の編成をしたものであります。 

   それでは、補正予算書１ページをお開き願います。 

   補正予算第２号は、既定の予算の総額に９，８２８万円を追加し、予算の総額を歳

入歳出それぞれ４４億９，１８０万６，０００円とするものであります。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ８ページをお開きください。 

   款３民生費、９，８２８万円を補正計上し、令和６年度の新たな非課税世帯及び均

等割のみの世帯並びに税制上の定額減税がし切れない方を対象に、給付金の給付を行

うものであります。 

   続きまして、歳入について申し上げます。 

   ６ページをお開き願います。 

   款１５国庫支出金の総務費国庫補助金は、給付費に充当となる物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金９，８２８万円の補正計上であります。 

   以上、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づく専決処分をしたので、同条第

３項の規定により報告をし、承認を求めるものであります。 

   次に、議案第４９号、職務に専念する義務の特例に関する条例の一部を改正する条

例について申し上げます。 

   本案につきましては、第２条第３号及び同条第４号の対象事項と、職員の勤務時間、

休暇等に関する規則における特別休暇の対象事項が重複した規定であるため、本条例

から削除するものであります。 

   また、第２条第５号につきましては、前２号を削除したことによる号ずれを改正す

るものであります。 

   次に、議案第５０号、職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につ

いて申し上げます。 

   本案につきましては、本年１月１日に発生した能登半島地震により、被災地方公共

団体へ派遣されて行う、国の職員が業務を行うことが想定しにくい避難所運営や被災

家屋調査などの業務についても特殊勤務手当の支給対象とするよう人事院規則並びに

県の同条例が一部改正されたことに伴い、本村の条例においても一部改正するもので

あります。 

   改正内容について申し上げます。 

   第３条につきましては、特殊勤務手当の種類に災害応急作業等手当を追加し、従来

の第４条を削り、同条別表で定めていた各手当の支給範囲、支給基準及び支給額を第

４条から第７条にて新たに定め、第８条以降につきましては、条ずれを改正するもの
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であります。 

   次に、議案第５１号、大玉村地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に

関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案につきましては、令和６年度税制改正による関連法案が令和６年４月１９日に

成立し、同年４月１日から施行されたことに伴い、福島県税特別措置条例の一部が改

正され、大玉村地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の改

正が必要となったことから、所要の改正を行うものであります。 

   改正内容について申し上げます。 

   第２条は、固定資産税の不均一課税に関する規定について、適用期限を令和８年

３月３１日まで延長するものであります。 

   附則では、施行期日について定めるものであります。 

   次に、議案第５２号、大玉村国民健康保険条例の一部を改正する条例について申し

上げます。 

   本案につきましては、令和５年に公布された番号法等一部改正法（令和５年法律第

４８号）により、令和６年１２月２日から新規の被保険者証の交付が廃止されること

に伴い、罰則規定の改正を行うものであります。 

   続きまして、令和５年度の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の概要についてご

説明を申し上げます。 

   決算書のほうをお開きください。 

   水道事業会計を除く７会計における歳入決算総額は７３億６，１０６万

８，９３９円、歳出決算総額は６８億６，０６７万２，２０６円となり、歳入歳出差

引残額は５億３９万６，７３３円となりました。 

   令和５年度の会計全般につきましては、去る８月１９日から２６日までの日程によ

り監査委員に決算審査をお願いしたところでありまして、「決算及び財政健全化等審

査意見書」と決算資料である「成果報告書」を添えて、議会の認定に付するものであ

ります。 

   それでは、議案第５３号、令和５年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。 

   決算書９２ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書であります。 

   一般会計の歳入総額が５３億５，０２０万５，２９９円、歳出総額が４９億

２，５２１万５，００６円となり、翌年度に繰越しすべき財源３，５２９万

６，０００円を差し引いた実質収支額は３億８，９６９万４，２９３円となりました。 

   これらを前年度と比較いたしますと、歳入で８．２％減、歳出で７．９％減、実質

収支では１７．４％減となりました。 

   財産に関しては９４ページからの「財産に関する調書」に記載のとおりであります。

地方債現在高の現況につきましては１０１ページからの調書のとおりであります。 

   また、これら事務事業の執行概要につきましては「成果報告書」に掲載のとおりで
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あります。 

   なお、一般会計を主とした普通会計の決算状況で明らかとなる財政各指標につきま

しては、成果報告書に掲載のとおりでありますが、まず財政の弾力性を表す経常収支

比率は８７．７％（前年度８４．５％）、財政力指数０．３７（前年度０．３６）、

公債費比率６．５％（前年度７．７％）、実質公債費比率７．３％（前年度７．３％）

という状況であり、このほか実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率などの

財政健全化法に基づく指標も含め、いずれも基準内数値であり、その内容は審査意見

書や報告書のとおりであります。 

   地方債は、５年度末現在高で３５億４，２６４万円であります。このうち

４５．４％に当たる１６億８４５万３，０００円ほどが、国が地方財政の財源不足を

補うため、普通交付税と一体となって発行を許可する特例債である臨時財政対策債で

あり、後年度に全額交付税措置されるものであります。 

   次に、議案第５４号、１３４ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

   実質収支に関する調書であります。 

   歳入総額が９億１１６万６７７円、歳出総額が８億５，６５３万６，１１８円であ

り、実質収支額は４，４６２万４，５５９円となりました。これらを前年度と比較い

たしますと、歳入で２．８％増、歳出で２．４％増、実質収支で１０．９％増となり

ました。 

   また、財産に関しては１３５ページの調書のとおりであり、これら事務事業の執行

については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、１４８ページをお開きください。 

   議案第５５号、令和５年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。 

   実質収支に関する調書であります。 

   歳入総額が８６７万７，９３０円、歳出総額が６２１万６，４２３円であり、実質

収支額は２４６万１，５０７円となりました。これらを前年度と比較いたしますと、

歳入で２１．２％増、歳出で４４．２％の増、実質収支で１３．６％減となりました。 

   また、財産に関しては１５０ページからの調書のとおりであり、これら事務事業の

執行については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５６号、１５８ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について申し上げま

す。 

   この特別会計は、令和６年４月１日より地方公営企業会計へ移行したことから、令

和６年３月３１日をもって打切り決算を行い、歳入歳出差引残額は地方公営企業法が

適用された農業集落排水事業会計に引き継いだものであります。 

   １６４ページをお開きください。 

   歳入総額が１億２，３９４万４，２４５円、歳出総額が１億１，７３９万
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４，８６９円であり、実質収支額は６５４万９，３７６円となりました。これらを前

年度と比較いたしますと、歳入で１７．７％減、歳出で２１．４％減、実質収支

４０２．０％増となりました。 

   財産に関しては１６６ページの調書のとおりであり、地方債の現在高の現況につい

ては１６８ページに記載のとおりであります。 

   また、これら事務事業の執行については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５７号、１８０ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

   実質収支に関する調書であります。 

   この会計は、基金による土地の取得と、財産収入での基金への戻入れといった定額

運用の基金会計であるため、決算額が歳入歳出とも同額の７，０２２万３，２８８円

となったものであります。 

   財産に関しては１８１ページの調書のとおりであります。これら事務事業の執行に

ついては「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５８号、２１０ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

   実質収支に関する調書であります。 

   歳入総額が８億２，２４０万３，２８５円、歳出総額が８億３２２万１，８１９円

であり、実質収支額は１，９１８万１，４６６円となりました。これらを前年度と比

較いたしますと、歳入で２．７％増、歳出で４．３％増、実質収支で３７．６％減と

なりました。 

   財産に関しては２１１ページの調書のとおりであり、これら事務事業の執行につき

ましては「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５９号、２２８ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

   実質収支に関する調書であります。 

   歳入総額が８，４４５万４，２１５円、歳出総額が８，１８６万４，６８３円であ

り、実質収支額は２５８万９，５３２円となりました。これらを前年度と比較いたし

ますと、歳入で４．６％増、歳出で５．１％増、実質収支で７．４％減となっており、

事務事業の執行については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第６０号、２３０ページをお開きください。 

   令和５年度大玉村水道事業会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

   予算第３条で定めた収益的収支の決算は、上段の水道事業収益で１億８，１０８万

４，１１４円、下段の水道事業費用では１億４，２５２万７，４１０円となり、対前

年度比は収益で１．６％の増、費用で２．０％の減となったものであります。 

   ２３２ページをお開きください。 

   予算第４条で定めた資本的収支の決算は、上段の資本的収入８，００２万円、下段

の資本的支出が１億５，２６８万５，１１４円となり、不足する額は、２３２ページ
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下段に記載のとおり留保資金等で補塡を行い、決算したものであります。 

   ２３４ページをお開きください。 

   令和５年度の損益計算書であります。 

   給水収益などの営業収益で１億３，７２３万１，０５０円、維持管理などの営業費

用で１億２，８６１万７，９３８円、受取利息などの営業外収益で２，９７０万

２，５３９円、支払利息などの営業外費用で１，１２９万６，７８２円となり、これ

らの収支差引きにより２，７０１万３，８６９円の当年度純利益となりました。 

   ２３５ページをお開き願います。 

   水道資産の状況を示した貸借対照表であります。 

   有形固定資産合計は１７億３，９６０万３，９４８円、無形固定資産合計が８０万

１４３円、現金預金・未収金などの流動資産合計が３億２，９７１万７，６４３円で

あり、資産の部の合計は２０億７，０１２万１，７３４円となるものであります。 

   ２３６ページをお開き願います。 

   負債の部、固定負債の企業債は８億１，１６７万７，３９８円、未払金などの流動

負債は７，１４７万３，３４８円、長期前受金などの繰延収益は４億６，６９５万

８，３２２円、資本の部は記載のとおりでありまして、負債・資本合計は、資産の部

の合計と同額となるものであります。 

   ２３７ページをお開き願います。 

   剰余金計算書であります。 

   まず、利益剰余金の部では、減債基金積立金、建設改良積立金の合計は

６，０００万２，２２１円、当年度純利益２，７０１万３，８６９円を加えた当年度

未処分利益剰余金は４，１３０万７，３５７円であります。 

   ２３８ページをお開き願います。 

   資本剰余金の部は、受贈財産評価額、工事負担金、国県補助金、繰入金の合計とな

る翌年度繰越資本剰余金１，１２２万２，１１２円であり、下段は剰余金処分計算書

であります。 

   ２３９ページからは、キャッシュ・フロー計算書、財務諸表附属調書として損益計

算書、貸借対照表等の明細書であります。 

   ２５０ページからは、給水の状況などをまとめた事業報告書であります。 

   以上、令和５年度における各会計の決算についてご説明を申し上げました。 

○議長（押山義則） 議案第４８号から議案第６０号までの提案理由の説明が終わりまし

た。 

   ここで、監査委員より決算審査についての報告を求めます。代表監査委員。 

○代表監査委員（甲野藤健一） それでは、私のほうから、令和５年度の大玉村一般会計

並びに特別会計の決算審査についてご報告申し上げます。 

   １ページをお開き願います。 

     令和５年度大玉村一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書 

  第１ 審査の対象 
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   令和５年度大玉村一般会計歳入歳出決算 

   令和５年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

   以上が審査の対象であります。 

  第２ 審査の期間 

   令和６年８月１９日から８月２６日まで行いました。 

  第３ 審査の場所は、大玉村役場第１委員会室で行いました。 

  第４ 審査の方法 

   審査に当たっては、村長から送付された令和５年度一般会計及び特別会計（水道事

業を除く。以下同じ。）歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及

び財産に関する調書（以下決算諸表という。）について、諸帳簿、証票類と照合し、

さらには関係職員の説明を求め、決算計数の確認と予算が法令等に適合して適正かつ

効率的に執行されているか、以下の項目について審査をいたしました。 

   以下の項目については、ご覧になっていただきたいと思います。 

   その中で、２ページをお開き願います。 

   歳出の関係の中で、特に重点的に行った点を申し上げますと、⑥補助金、交付金等

の支出の必要性、有効性、時期及び額は妥当か。また、精算報告は確実に行われてい

るか、この辺を重点的に行いました。 

   もう一点、財産、基金関係になりますけれども、④基金の運用状況に関する調書の

計数は会計管理者及び各予算管理課保管の基金台帳、整理簿等と一致しているか、こ

の辺についても間違いがないかきちっと審査するものであります。 

  第５ 審査の結果を申し上げます。 

   １ 審査に付された一般会計及び特別会計歳入歳出決算書並びにその他政令で定め

る調書等の資料は、いずれも法令に準拠して作成され、一般会計歳入歳出決算書及び

特別会計歳入歳出決算書とも、款、項、目、節などの計数も正確に記載されており、

適正な執行がされたものと認める。 

   ２ 財政健全化判断比率及び公営企業不足比率については、算定の基礎となる事項

を記載した書類に基づき審査をしたが、適正に作成されており、基準をクリアしてい

た。 

   ３ 基金について、計数及び運用状況は、適正に管理運用されていた。 

   ４ 行政財産及び普通財産については、適正に管理されていた。 

  第６ 審査の意見を申し上げます。 

   令和５年度普通会計決算状況を見ると、歳入総額５３億５，０２０万７，０００円

のうち地方税１０億１，８１１万７，０００円、地方交付税１９億９，９３２万
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９，０００円であり、歳出総額４９億２，５２１万７，０００円のうち人件費１０億

８，７１０万９，０００円、公債費４億２，２２３万２，０００円、物件費６億

２，０８４万９，０００円であります。経常収支比率は８７．７％で対前年度で

３．２ポイント増加した。なお、実質公債費比率は７．３％である。 

   令和５年度予算執行に関する事務処理は、毎月実施している例月出納検査及び２月

に実施した定期監査において審査し、決算審査においても個別事項の指導を行い、改

善を求めた。なお、下記事項を付して決算審査の意見とする。 

   記。 

   １．収入未済額は、村税が５，１４４万９，０１１円のうち現年分が９５４万

５，８０７円、公営住宅使用料６３５万２，９００円のうち現年分３０９万

８，７００円、国民健康保険税６，７８２万６，６６７円のうち現年分が９９８万

６，２９４円、農業集落排水事業使用料は１，５３３万５，７３４円のうち現年分

６９７万３，７２５円、介護保険料２８９万９，９４０円のうち現年分５９万

８，５００円でありました。 

   公営住宅使用料等については、法手続等により収入未済額の解消の取り組みが現在

進められております。引き続き、村税も併せて収入未済額の解消に努められたい。 

   ２．公共施設において、特に屋根、外壁が経年劣化している施設が多数ある。緊急

を要する公共施設は早急に修繕されたい。 

   ３．近年、増加傾向にある空き家対策について取り組んでいただきたい。 

   以上、次、３ページ、審査の概要については、一般会計、特別会計、記載しておき

ましたので、ご覧になっていただきたいと思います。 

   ７ページをお開き願いたいと思います。 

   ７ページには、令和５年度一般会計の構成、執行状況が記載になっております。こ

の辺をご覧になっていくと、昨年度の前年比率ですか、これが記載になっております

ので、ご覧になっていただきたいと思います。 

   この中で、村税についてが一番頭になりますけれども、この村税の中には、たばこ

消費税も、全ての税金が入っております。伸び率が１０１．９ということで、この辺

については、やはり経常収支比率が高いということは、収入が減ったということであ

りますので、この辺が、今回のスマートインター絡みで法人税のアップにつながるよ

うな努力が必要かと思われます。 

   次に、９ページをお開き願いたいと思います。 

     令和５年度大玉村水道事業会計決算審査意見書 

  第１ 審査の対象 

   審査の対象 令和５年度大玉村水道事業会計決算 

   審査の期間 令和６年８月１９日から８月２６日 

   審査の場所 大玉村役場 

   審査の手続 この決算審査に当たっては、管理者から提出された決算書類が、水道

事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検討するため、会計帳
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簿・証拠書類との照合等、通常実施すべき審査手続を実施したほか、必要と認められ

るその他の審査手続を実施した。 

  第２ 審査の結果を申し上げます。 

   審査に付された決算諸表は、地方公営企業法及び同施行令、その他関係法令の定め

るところにより整理されており、令和５年度末における事業会計の現金残高は預金残

高と一致した。予算の執行状況についても関係法令に従い適正妥当なものと認められ

た。さらに、水道事業の経営成績及び財政状態も適正に表示しているものと認めた。 

   また、財産、物品等については、年度中の増減並びに年度末現在高が関係台帳及び

書類と符合し適正であった。 

  第３ 審査の意見を申し上げます。 

   流動資産における未収金は１，４３２万７，９０３円であります。過年度分の未収

金の解消に努められたい。 

   また、建設改良積立金の増額についても検討されたい。 

  第４ 決算の概要を申し上げます。 

   計画給水人口１万人に対する給水人口は８，６４７人となり、令和４年度に比し水

道利用者の異動により１１人の減、普及率８６．４％となっている。 

   配水量は８９万５，３８７立方で前年度に比べ１万８，１４９立方（２．０％）減

少している。また、有収水量（水道量）は８２万５，４７６立方で前年度に比べ２万

１，４８４立方（２．７％）増加している。 

   経営面について見ると、水道事業収益に対する水道事業費用は８３．８％となった。

給水収益に占める企業債償還額（元金利子７，７３０万８，８７２円）は、

５７．６％である。給水収益１億３，４３３万２５０円は前年度比で０．２％の増、

企業債償還額（元金６，７６１万２，６２７円）が対前年度比較４．９％の増となっ

ている。 

   以下については、ご覧になっていただきたいと思います。 

   １２ページをお開き願います。 

     令和５年度財政健全化審査意見書 

  １ 審査の概要 

   この経営健全化審査は、村長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

  ２ 審査の結果 

   （１）総合意見 

   審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書

類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

   以下、ご覧になっていただきたいと思います。 

   １３ページです。お開きになってください。 

     令和５年度大玉村水道事業会計経営健全化審査意見書 

  １ 審査の概要 
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   この経営健全化審査は、村長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

  ２ 審査の結果 

   （１）審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

   以下、ご覧になってください。 

   １４ページ。 

     令和５年度大玉村農業集落排水事業特別会計経営健全化審査意見書 

  １ 審査の概要 

   この経営健全化審査は、村長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

  ２ 審査の結果 

   （１）審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

   以上、申し上げました令和５年度の決算監査について、申し上げましたとおりであ

ります。よろしくお願いします。 

○議長（押山義則） 決算審査の報告が終わりました。 

   引き続き、村長より議案第６１号から報告第３号までの提案理由の説明を求めます。

村長。 

○村長（押山利一） それでは、引き続きましてご説明を申し上げます。 

   議案第６１号から議案第６７号、令和６年度各会計補正予算について、概要のみご

説明申し上げ、詳細につきましては総務部長に説明をさせます。 

   それでは、議案第６１号、令和６年度大玉村一般会計補正予算について申し上げま

す。 

   今回の補正は、前年度決算による繰越金や地方交付税等の確定額を主な財源として、

今後見込まれる事務事業に対応する予算の編成を行ったところであります。 

   それでは、予算書により説明を申し上げます。 

   １ページをお開き願います。 

   補正予算第３号は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ５億４，０４７万

８，０００円を追加し、予算の総額を５０億３，２２８万４，０００円とするもので

あります。 

   また、補正予算第２条は、４ページに掲載の第２表のとおり、地方債の補正であり

ます。 

   次に、議案第６２号、５５ページをお開きください。 

   令和６年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について申し上げます。 

   今回の補正は、繰越金の確定に伴う予算の編成をしたものでありまして、既定の予

算の総額に歳入歳出それぞれ３，９６２万３，０００円を追加し、予算の総額を８億

４，３６３万円とするものであります。 
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   次に、議案第６３号、６３ページをお開き願います。 

   令和６年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について申し上げます。 

   今回の補正は、繰越金の確定に伴う予算の編成をしたものでありまして、既定の予

算の総額に歳入歳出それぞれ１４６万１，０００円を追加し、予算の総額を５７９万

７，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６４号、７１ページをお開きください。 

   令和６年度大玉村介護保険特別会計補正予算について申し上げます。 

   今回の補正は、前年度決算の確定による各費目の調整のための編成を行い、既定の

予算の総額に歳入歳出それぞれ５，１２２万８，０００円を追加し、予算の総額を

８億８，５９１万２，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６５号、９１ページをお開きください。 

   令和６年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について申し上げます。 

   今回の補正は、繰越金の確定等に伴う予算の編成をしたものであり、既定の予算の

総額に歳入歳出それぞれ２７６万９，０００円を追加し、予算の総額を８，８２５万

１，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６６号、９９ページをお開きください。 

   令和６年度大玉村水道事業会計補正予算について申し上げます。 

   補正予算第２条は、予算第３条に定めた収益的収入の水道事業収益に１１２万

５，０００円、収益的支出の水道事業費用に９万６，０００円を補正計上するもので

あります。 

   補正予算第３条は、予算第４条に定めた資本的収入に１，４４０万円、１００ペー

ジ上段の資本的支出に１，６０６万７，０００円を補正計上し、不足する財源は内部

留保資金等を充当し、補塡するものであります。 

   補正予算第４条は、企業債の補正であります。 

   次に、議案第６７号、１０５ページをお開きください。 

   令和６年度大玉村農業集落排水事業会計補正予算について申し上げます。 

   補正予算第２条は、予算第３条に定めた収益的支出の農業集落排水事業費用に

１１４万２，０００円を補正計上するものであります。 

   続きまして、議案第６８号、大玉村堆肥センターマニアスプレッダ購入に係る物品

売買契約について申し上げます。 

   本案は、堆肥センターマニアスプレッダ購入について、８月２９日に４者による見

積り合わせを実施し、その結果、ヤンマーアグリジャパン株式会社本宮支店が

７９０万４，１６０円で落札し、同日付で物品売買仮契約を締結したものであります。 

   物品概要は、デリカ社製自走式マニアスプレッダ１台で、附属品としてユニックを

取り付けるもので、納期については令和６年１２月２０日を予定しております。 

   以上、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規

定により、議会の議決を求めるものであります。 

   次に、議案第６９号、大玉村教育委員会委員の任命について申し上げます。 
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   本案は、現職であります、大玉村大山字上ノ台７４番地、髙島由美子氏が本年

１０月１９日をもって任期満了となることから、新たに大玉村大山字後川１番地、栁

沼順子氏を人格、見識ともに最適任者であることを認め、大玉村教育委員会委員に任

命することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定

により、議会の同意を求めるものであります。 

   なお、当委員の任期につきましては、令和６年１０月２０日から令和１０年１０月

１９日までの４年間であります。 

   続きまして、報告第２号、健全化判断比率の報告について、報告第３号、資金不足

比率の報告については、資料をご覧願います。 

   以上のとおり提案理由の説明を申し上げました。何とぞよろしくご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

   以上です。 

○議長（押山義則） 総務部長。 

○総務部長兼総務課長（押山正弘） 命により、議案第６１号から議案第６７号、令和

６年度各会計補正予算についてご説明を申し上げます。 

   それでは、議案第６１号、令和６年度大玉村一般会計補正予算について、歳出から

ご説明申し上げます。 

   補正予算書の１６ページをお開き願います。 

   款１議会費は、６５万８，０００円の補正計上であります。 

   款２総務費は、総額２億９，０１３万９，０００円の補正計上であります。 

   １８ページをお開き願います。 

   主な事業として、中段の財産管理費の事項①庁舎等の維持管理に要する経費は、公

用車２台を更新するための経費７５０万円を含め、合わせて８９５万円の補正計上で

あります。 

   下段の企画費の事項①企画事務に要する経費は、あだたら南住宅団地と仲ノ内住宅

団地の調整池環境整備委託料４５０万円を含め、合わせて７４１万９，０００円の補

正計上であります。 

   ２０ページをお開き願います。 

   事項⑤定住促進対策に要する経費は、大山字田池地内の１０区画に係る定住促進住

宅団地造成事業補助金５００万円の補正計上であります。 

   事項⑥地方創生の推進に要する経費は、県内企業に就職する東京圏在住・在学の大

学生を対象とした地方就職学生支援事業補助金４万円の補正計上であります。 

   基金費は、繰越金の確定による剰余金処分として、財政調整基金積立金２億

５，０００万円の補正計上であります。 

   下段の国内外交流費の事項①国内外交流事業に要する経費は、昨年度と同額となる

マチュピチュサンタプロジェクト負担金５０万円を含め、合わせて１００万円の補正

計上であります。 

   事項②台湾交流事業に要する経費は、中学２年生を対象とした「友好の翼」募集団
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員数３４名に対し、参加希望数が４４名となったことを受けた必要経費の増額分と、

２回目の開催を計画する「村民の翼」実施事業経費を合わせ、３９１万７，０００円

の補正計上であります。 

   ２２ページをお開き願います。 

   下段からの款３民生費は、総額１，６３２万円の補正計上であります。 

   主な事業として、障がい者福祉費の事項③障害者総合支援法に要する経費では、

１８負担金、補助及び交付金において、人工内耳を装着する障がい者及び障がい児を

対象とした人工内耳用音声信号処理装置等購入補助金１４万円を補正計上しておりま

す。 

   ２４ページをお開き願います。 

   下段の児童福祉総務費の事項⑤子ども・子育て支援に要する経費は、保育所人件費

に係る不足見込額等、子どものための教育・保育給付費補助金６８０万２，０００円

を含め、合わせて８４６万３，０００円の補正計上であります。 

   ２６ページをお開き願います。 

   下段からの款４衛生費は、総額６，５８７万２，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、保健衛生総務費の事項②保健衛生共通事務に要する経費は、健康

増進計画等実態調査業務委託料４００万円の補正計上であります。 

   事項⑤検診事業に要する経費は、受診率が上昇した集団検診や対象年齢の見直しを

行ったＰＥＴがん検診の経費を含めた各種検診業務委託料１，３００万円など、合わ

せて１，３７８万８，０００円の補正計上であります。 

   ２８ページをお開き願います。 

   事項⑥検診事業以外の保健事業に要する経費は、県補助事業を活用し、働き盛り世

代の生活習慣病の予防、改善を図るための先駆的民間プログラム活用事業委託料

１１０万円を含め、合わせて１３７万１，０００円の補正計上であります。 

   予防費の事項③予防接種に要する経費は、本年度より定期接種となる高齢者の新型

コロナワクチン接種経費等の予防接種委託料３，３７８万５，０００円を含め、合わ

せて３，９４４万７，０００円の補正計上であります。 

   ３０ページをお開き願います。 

   下段からの款６農林水産業費は、総額３，５８２万３，０００円の補正計上であり

ます。 

   ３２ページをお開き願います。 

   主な事業として、中段の農業振興費の事項⑥地域おこし協力隊（農業分野）に要す

る経費は、１２月に着任予定の地域おこし協力隊１名分の経費として、１５３万円の

補正計上であります。 

   ３４ページをお開き願います。 

   地域農政推進対策費の事項④地域魅力向上・発信支援事業に要する経費は、国庫補

助等１０分の１０を活用し、本村の魅力を広く発信するための経費として、大玉村を

知りたい・行きたいプロジェクト委託料１，６９６万円の補正計上であります。 
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   畜産業費の事項②堆肥センターの運営に要する経費は、堆肥発酵棟の屋根やシャッ

ターの修繕に要する施設修繕料６２２万５，０００円を含め、合わせて７２６万

５，０００円の補正計上であります。 

   ３６ページをお開き願います。 

   款７商工費は、総額５６１万５，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、中段の観光費の事項①観光の振興に要する経費は、ふれあい広場

にぎわい創出事業補助金２００万円など、合わせて５３３万９，０００円の補正計上

であります。 

   下段からの款８土木費は、総額５，６５３万５，０００円の補正計上であります。 

   ３８ページをお開き願います。 

   主な事業として、道路維持費の事項①道路維持に要する経費は、除雪委託料

１，０００万円や道路等維持補修工事費３，０００万円など、合わせて４，３４０万

円の補正計上であります。 

   橋梁維持費の橋梁の維持管理に要する経費は、根崎橋長寿命化設計業務委託料

１，２００万円の補正計上であります。 

   ４０ページをお開き願います。 

   中段の款９消防費は、６６２万４，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、消防施設費の消防施設の整備に要する経費は、第４分団１方部消

防屯所の新築に要する経費など、合わせて６６１万７，０００円の補正計上でありま

す。 

   下段からの款１０教育費は、総額４，９９９万２，０００円の補正計上であります。 

   ４２ページをお開き願います。 

   主な事業として、下段の事務局費の事項⑬小中学校雪上体育体験に要する経費は、

スキー教室開催経費５４２万１，０００円の補正計上であります。 

   以下、４８ページ上段にかけての小学校費、中学校費、幼稚園費は、消耗品費、電

気料、施設修繕料などの管理運営経費に係る補正計上であります。 

   ４８ページをお開き願います。 

   下段の文化財保護費の文化財保護に要する経費は、馬場ザクラ後継樹の植栽に係る

土壌改良等業務委託料５０万円など、合わせて６３万２，０００円の補正計上であり

ます。 

   款１２公債費の長期債元金償還に要する経費は、３万３，０００円の補正計上であ

ります。 

   款１４予備費は、今後の未確定要素への対応も含め、調整財源として１，２８６万

７，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ８ページをお開き願います。 

   款１村税の個人村民税は、定額減税に伴う減収分として４，０００万３，０００円

の減額計上であります。 
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   款１０地方特例交付金は、住宅ローン減税に係る減収補塡分１２６万９，０００円、

定額減税に係る減収補塡分で４，０００万３，０００円の補正計上であります。 

   款１１地方交付税は、大玉村を知りたい・行きたいプロジェクト委託料に充当とな

る震災復興特別交付税交付金８４８万円と、交付額の確定による普通交付税交付金

２億６，８２３万９，０００円の補正計上であります。 

   款１５国庫支出金の民生費国庫負担金は、２２万８，０００円の補正計上でありま

す。 

   総務費国庫補助金は、大玉村を知りたい・行きたいプロジェクト委託料に充当とな

る福島再生加速化交付金８４８万円、衛生費国庫補助金は、新型コロナ定期接種ワク

チン確保助成事業費１，８２６万円の補正計上であります。 

   土木費国庫補助金は、交通安全対策補助事業費２０４万円の減額計上であります。 

   １０ページをお開き願います。 

   款１６県支出金の民生費県負担金は、１１万４，０００円の補正計上であります。 

   総務費県補助金は６５万５，０００円、衛生費県補助金は１８６万６，０００円、

農林水産業費県補助金は２２万４，０００円と、いずれも補正計上し、教育費県補助

金は１３２万３，０００円、総務費委託金は２，０００円の減額計上であります。 

   款１９繰入金の介護保険特別会計繰入金は、前年度における介護保険特別会計の決

算による精算戻入れ７１０万３，０００円の補正計上であります。 

   １２ページをお開き願います。 

   財政調整基金繰入金は８，０００万円、減債基金繰入金も２，４００万円を、いず

れも取崩しを減額計上するものであります。 

   ふるさと応援基金繰入金は、中学２年生を対象とした未来への翼派遣経費に充当と

なる基金取崩しで、２０５万円の補正計上であります。 

   款２０繰越金は、前年度繰越金として３億９６９万４，０００円の補正計上であり

ます。 

   款２１諸収入の民生費受託事業収入は１５４万８，０００円、農業費受託事業収入

は９，０００円の減額計上であります。 

   雑入は、３２３万８，０００円の補正計上であります。 

   款２２村債の土木債は、１，２４０万円の補正計上であります。 

   １４ページをお開き願います。 

   消防債は、第４分団１方部消防屯所の新築経費等に充当となる緊急防災・減災事業

債６６０万円、臨時財政対策債は、普通交付税の確定に伴い発行可能額が確定したた

め、５０万円の補正計上であります。 

   なお、臨時財政対策債は、地方の財源不足を補うため普通交付税と併せて発行が認

められる一般財源であり、後年度の交付税算定の中で返済額全額が交付税措置される

ものであります。 

   以上、大玉村一般会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６２号、令和６年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について、
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歳出よりご説明を申し上げます。 

   ６０ページをお開き願います。 

   款６国民健康保険財政調整基金積立金は、２，５００万円の補正計上であります。 

   款９予備費は、財源を調整し１，４６２万３，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。 

   ５８ページをお開き願います。 

   款６繰越金は、前年度決算の確定により３，９６２万３，０００円の補正計上であ

ります。 

   以上、大玉村国民健康保険特別会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第６３号、令和６年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ６８ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、管理運営基金積立金１００万円の補正計上であります。 

   款３予備費は、財源を調整し４６万１，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。 

   ６６ページをお開き願います。 

   款２繰越金は、前年度決算の確定により１４６万１，０００円の補正計上でありま

す。 

   以上、大玉村玉井財産区特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６４号、令和６年度大玉村介護保険特別会計補正予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ８２ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、３万４，０００円の補正計上であります。 

   款２保険給付費と８６ページにかけての款４地域支援事業費につきましては、財源

調整であります。 

   ８８ページをお開き願います。 

   款７諸支出金の償還金は、令和５年度介護給付費等の精算に伴う返還金２２６万

６，０００円の補正計上であります。 

   一般会計繰出金は、前年度決算の確定に伴う繰出金７１０万４，０００円の補正計

上であります。 

   予備費は、財源を調整し４，１６０万８，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ７４ページをお開き願います。 

   款１介護保険料は、特別徴収保険料で４万６，０００円、普通徴収保険料で

４，０００円の補正計上であります。 

   款３国庫支出金は、介護給付費負担金で５８万２，０００円の増額、財政調整交付

金で９３５万７，０００円の減額計上であります。 

   ７６ページをお開き願います。 
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   地域支援事業交付金８万３，０００円、保険者機能強化推進交付金５０万

７，０００円、市町村介護保険保険者努力支援交付金１０６万４，０００円の補正計

上であります。 

   款４支払基金交付金は、介護給付費交付金３，４２７万５，０００円の補正計上で

あります。 

   款５県支出金の介護給費負担金は、７６３万５，０００円の補正計上であります。 

   ７８ページをお開き願います。 

   中段の地域支援事業交付金は、４万１，０００円の補正計上であります。 

   款７繰入金の地域支援事業繰入金は４万２，０００円、その他一般会計繰入金は

３万４，０００円、低所得者保険料軽減事業繰入金は２１万４，０００円の補正計上

であります。 

   介護保険基金繰入金は、基金取崩しで３１２万２，０００円の減額計上であります。 

   款８繰越金は、前年度決算の確定により１，９１８万円の補正計上であります。 

   以上、大玉村介護保険特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６５号、令和６年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について。 

   それでは、歳出よりご説明を申し上げます。 

   ９６ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、１８万１，０００円の補正計上であります。 

   款５予備費は、調整財源として２５８万８，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。 

   ９４ページをお開き願います。 

   款５繰越金は、前年度決算の確定により２５８万８，０００円、款６諸収入の雑入

は１８万１，０００円の補正計上であります。 

   以上、大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   次に、議案第６６号、あらかじめ１０１ページをお開き願います。 

   令和６年度大玉村水道事業会計補正予算についてご説明を申し上げます。 

   １０１ページにつきましては、予算実施計画書であります。後ほどご覧ください。 

   １０２ページをお開き願います。 

   補正予算の明細書であります。 

   まず、収益的収入の項１営業収益は、受託工事収益で１１２万５，０００円の補正

計上であります。 

   収益的支出の項１営業費用は、総係費で９万６，０００円の補正計上であります。 

   次に、中段からの資本的収入の項４企業債は、１，４４０万円の補正計上でありま

す。 

   下段の資本的支出の項１建設費は、拡張整備費で１，４４０万円、固定資産購入費

で１４０万円の補正計上であります。 

   項２企業債償還金は、２６万７，０００円の補正計上であります。 

   以上、大玉村水道事業会計補正予算についてご説明申し上げました。 
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   次に、議案第６７号についてご説明を申し上げます。 

   １０７ページを事前にお開き願います。 

   令和６年度大玉村農業集落排水事業会計補正予算についてご説明を申し上げます。 

   お開きの１０７ページにつきましては、予算の実施計画書でございます。 

   １０８ページをお開き願います。 

   補正内容の明細書であります。 

   収益的支出の項１営業費用は、処理場費で８０万円、総係費で３４万２，０００円

の補正計上であります。 

   以上、大玉村農業集落排水事業会計補正予算についてご説明を申し上げました。 

   以上のとおり、令和６年度各会計に係る補正予算について、提案理由の説明を申し

上げました。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（押山義則） 提案理由の説明が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 日程第７、請願・陳情について、常任委員会付託を行います。 

   ６月定例会以降、本日までに受理した請願・陳情は、お手元にお配りいたしました

写しのとおり、請願第３号の１件であります。 

   お諮りいたします。 

   議長から所管の常任委員会に付託したいと思います。 

   これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（押山義則） 異議なしと認めます。 

   議長から所管の常任委員会に付託をいたします。 

   配付いたしております付託表のとおり、請願第３号を総務文教常任委員会に付託を

いたします。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（押山義則） 以上で日程による議事が終了しましたので、本日の会議を閉じ、散

会いたします。ご苦労さまでした。 

（午前１１時２１分） 


